
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては、主たる駆務

所の所在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

事業者の主たる
業種

【
】

【
】

【
】

【
】

【
】

注１餓当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の妃入は不要です。

２「基寧年度」とは計画期IIUのIMI年度を、「目標年度」とは計画期１１０の殿終年度を、「報告年度」とは計画期１１０のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送】l[両排出区分」とは自動11[運送事業者については便ﾉﾛの本拠の位腿を京都府内とする車両
の排出する坦室効来ガスを、鉄道噸業者については保有する貨物車両又は旅客111両の排出する廻室効果ガスを、「その他排出区分」とは上紀以外の京都府内における蛎業所等の撫業活勤に伴い発生するMd室効果ガス
をいいます。

４」原ＷＺ当たりの退鋤采ガネ艶腿等｣の｢用途区分｣には､００工遡､事務所などの用途を記入してください。「原1M位の指標｣には､分子の｢二酸化炭素換算｣の下に分母となる指標(生産数ft､廷ぺ床面
積、走行距藤等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減量等」のうち「森林の保全及び整徽」の「F1標年度（計画）」欄には計画期11U中の目槻の累計を、「報告年度（実綴）」ＨＵには実紙の累計を腱入してください。

６「特紀事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基噸とした排出風の対比や、省エネ製品開発など他者の狙室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用、特定フロンなどの条例摘定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

東京都港区虎ノ門４丁目３番３号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

株式会社イシン・キヨウトカワラマチ・オペレーションズ
代表取締役マイケル・ニギッチ

事業者の主たる
業種 ホテル業

該当する事業者
要件 陣京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

Ｆ 

ｒ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者
150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成１９年度を基準に平成２２年度の温室効果ガス排出量を５％削減する。

推進体制

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

20年度

21年度

22年度

設備、対象、工程等

ボイラー

特高受変電設備

空調機等

措置内容

燃焼空気量の調整を行ないボイラーの燃焼効率を改善する

電気の受変電効率を改善する

運用時間、設定温度を見直し効率的な運用をはかる

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基翠年度（実績）

(19）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報青年度（実頴）

(22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

4,667.0ｔ 4,434.0ｔ －５．０％ 4,250.4ｔ -8.9％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 4,667.0ｔ ＊２ 4,434.0ｔ -5.0％ ＊４ 4,250.4ｔ -8.9％ 

夏､冬の異常気象の中、蓄熱槽の改修､LED電球の採用などでCO2削減に努め22年度目標をクリヤーする事となりました。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

ホテル
二酸化炭素換算

延ぺ床面積
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実綱）

0.135t-CO2/㎡ 0.128t-CO2/㎡ －５．０％ 0.ｌ２３ ｔ－ＣＯ２/㎡ -8.9％ 

％ ％ 

％ ％ 

エネルギー使用の無駄に対する社員の意識向上が表れていますが、さらに教育指導を徹底させます。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組量等 (二酸化炭素換算）

(整備面菰） hａ (吸収鼠） ｔ 

(利ｊＵ鼬） Ing (削滅量） ｔ 

(売趣量） kwｈ (削賊砥） ｔ 

(熱供給鼓） GＪ (削減丘） ｔ 

(購入量） kwｈ (削減趾） ｔ 

(購入量） ｔ (IHI蚊砥） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組量等 (二酸化炭素換算）

(鍵l鬮而繭） hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） IｎＤ (削波量） ｔ 

(宛鼬戯） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減麓） ｔ 

(購入逓） kwｈ (削減量） ｔ 

(贈入肚） ｔ (削減量） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１4,667.0ｔ 

目標年度（計画）

(･2)-(．S）4,434.0ｔ 

増減率（計画）

-5.0％ 

報告年度（実績）

(軸)-(Ｇ５） 4,250.4ｔ 

増減率（実綬）

-8.9％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


